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業 務 名：
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白旗山都市環境林等総合維持管理業務
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　　業務の説明

１．業務の場所

・

２．業務の概要

・

・

３．業務の期間

・

４．仕様書等

■ 仕様書について
・

■ 内訳書の表記について
・

  　　    　札　　　　　　　　幌　　　　　　　　市

□札幌市土木工事共通仕様書

消費税等相当額

業務名： 白旗山都市環境林等総合維持管理業務

総 委 託 費

（業務全般）

（業務全般）

市内 清田区・南区の白旗山周辺に位置する都市環境林及び自然歩道等

□白旗山都市環境林等総合維持管理業務 特記仕様書

　都市環境林６箇所、自然歩道２ルート（別添資料参照）

（業務内容）

白旗山都市環境林等保育管理－間伐、下刈、林道・境界等管理、調査一式
間伐　7.62ha、刈払・下刈　114.87ha、林道補修　7km ほか
白旗山都市環境林等施設管理－センター運営・管理一式・廃棄物処理一式
ふれあいセンター開館189日 ほか

委 託 業 務 費

令和５年４月１日より令和６年３月31日まで

当該業務施行に当たって使用する仕様書は下記を基本とする。
□札幌市公園及び街路樹等総合維持管理業務仕様書

□　直接工事費　　→　　直接業務費

□　純工事費　　　→　　純業務費

□　工事原価　　　→　　業務原価

□　工事費計　　　→　　業務委託料

□　工事価格　　　→　　業務価格

内訳書の表記については、下記のとおり読み替えをおこなうこととする。

□　工事区分　　　→　　業務区分



■ 契約金額の支払について
・本業務における支払いは、下記のとおり第１期～４期の４回払いとする。

～

～

～

～

■ その他
・

　　札　　　　　　幌　　　　　　市

令和５年９月１日 令和５年11月30日 40%□第３期：

□第４期： 令和５年12月１日 令和６年３月31日 15%

令和５年５月31日 15%

□第２期： 令和５年６月１日 令和５年８月31日 30%

（ＤＶＤ等）によるものとし、現地調査等により記載内容に誤りや変更等が発見さ

れた場合には、担当職員に報告すること。

本業務地における境界及び施設等の詳細情報については、別途配布する記憶媒体

□第１期： 令和５年４月１日



令和５年度 白旗山都市環境林等総合維持管理業務 

支払比率表 

この業務の各期の委託料支払比率は下表のとおりとする。

 期 期間 支払比率 支払金額

第 1 期 4 月 1 日～5 月 31 日 15％ 円

第 2 期 6 月 1 日～8 月 31 日 30％ 円

第 3 期 9 月 1 日～11 月 30 日 40％ 円

第 4 期 12 月 1 日～3 月 31 日 15％ 円

合計 100％ 円

 当初契約金額に上記の支払比率を乗じた額を該当する期間の支払金額とする。ただし、

第 2 期から第 4 期については１円未満の端数が生じた場合はこれを切り捨て、端数につ

いては第 1 期分で支払うものとする。
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別表－１

白旗山都市環境林等総合維持管理業務　履行場所一覧

名　称
面積
(ha)

散策路
延長(km)

所　在　地

1 都 - 7 有明 56.45 清）有明15-1ほか

2 都 - 8 有明第二 13.99 清）有明129-1ほか

3 都 - 9 有明おくいずみ 5.81 清）有明1ほか

4 都 - 10 有明の滝 82.81 6.7 清）有明423-1ほか

5 都 - 12 白旗山 1061.87 33.1 清）有明302-9ほか

6 都 - 19 滝野よしだ 29.59 南）滝野2-1ほか

1250.52 39.8

西岡～真栄・有明ﾙｰﾄ① 11.4 清田区（※白旗山都市環境林内）

西岡～真栄・有明ﾙｰﾄ② 3.8 豊平区（※西岡入口～山部川分岐点）

8 自 - 8 西岡レクの森ﾙｰﾄ 4.5 豊平区

19.7

都市環境林合計（6地区）

Ｎｏ.

自然歩道合計（2ﾙｰﾄ）

7 自 - 3(※)
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一般-14.諸法規の遵守 
廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律等 

森林法、廃棄物処理及び清掃に関する

法律等 

管理-5.業務報告-（1） 

業務週報（様式 22）は原則と

して、前週の月曜日から日曜

日までの作業日、作業箇所、

作業内容、今週の作業予定、

並びに担当職員からの連絡

(指示)を記載のうえ、原則と

して毎週月曜日に担当職員に

提出すること。 

業務月報には、担当職員からの連絡（指

示）についても記載すること。 

管理-5.業務報告-（2） 

業務週報の他、下記の報告書

についても提出すること。【毎

週提出するもの】    

○遊水路管理業務報告…監視

員が常駐の場合。塩素濃度測

定報告を含む。    

○冒険広場管理業務報告…監

視員が常駐の場合。    

○ ゲ ー ト 開 閉 業 務 報 告

【 毎 回 提 出 す る も の 】

○巡視点検報告…必要に応じ

写真を添付する。 

削除 

管理-5.業務報告-（3） 

各月の月末には、維持管理報

告書（様式 23）として、当月

の作業内容の総括表を作成し

別に示す様式（様式 24、25）

により提出すること。 

各月の月末には、維持管理報告書（共

通様式 23）として、業務日誌（様式６）、

巡視記録票（様式８）、業務指示・協

議書（様式９）、対応報告書（様式 10）、

作業等の写真とともに、当月及び累計

の作業内容をまとめた実施数量総括表

（様式 24）を作成し、提出すること。

管理-公園編-3.草刈 

公園及び緑地等の芝生の生育

維持、美観の維持等、芝生の

良好な状態を維持するため行

うものである。 

都市環境林等における草刈は、美観の

維持や良好な状態の維持、散策路の良

好な利用、敷地境界の適切な管理や明

示、防火帯管理、通行障害の回避、危

険箇所の明示などのために行うもので

ある。 

管理-公園編-3.草刈-(3) 
草丈は４ｃｍ前後に仕上げる

こと。 

芝生地の草丈は４㎝前後に仕上げるこ

と。また、散策路及び敷地境界や防火

帯管理を目的とする草刈（主にササ刈

り）については、なるべく地際で刈払

うこと。 

管理-公園編-6.巡視点検

及び施設点検-(6)
遊器具類 木製施設等 

３ 一般事項 
（１）本年度の作業内容は別添する数量調書のとおりであるが、危険木処理など、その都度指示する作

業については、作業内容と作業箇所が多岐にわたることが想定されるため、内容、実施箇所、実

施日等について担当職員と協議のうえ、その数量を把握すること。 

（２）内訳書及び数量調書に記載される当初設計内容についても、数量の把握を確実なものとすること。 

（３）各月の業務報告にあたっては、維持管理報告書（共通様式23）として、業務日誌（様式６）及び

巡視記録票（様式８）、業務指示・協議書（様式９）、対応報告書（様式10）、実施数量総括表

（様式24）等を提出すること。また、提出に当たっては、参考図面を添付するなど見やすく工夫
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をし、作業写真や各種報告書などの必要書類を併せて、現場代理人が担当職員に速やかに提出す

ること。なお、写真については、写真管理基準（別紙）に基づき撮影・整理するものとする。 

（４）現場代理人は、業務区域と業務内容の全てを掌握するものとし、緊急事態に対処できるようにし

ておくこと。また、業務施行に際しては、担当職員と連絡を密にとり、協議のうえで作業を実施

すること。 

（５）業務履行にあたり、市民と接するときには誠意ある対応を行うとともに、意見や要望等が寄せら

れた場合には、要望者の連絡先や内容などの聞き取りを行うなどして、速やかに担当職員へ報告

すること。 

（６）業務履行場所は、ヒグマの出没・生息区域が含まれていることから、クマ除け鈴や、クマ撃退ス

プレー等の携帯、早朝や日没時の作業を避ける等の対策を図ること。また、マムシやハチ、ダニ、

ウルシなどの危険な動植物等への対策も図ること。 

（７）次年度に引き継ぐ必要のある未解決の市民要望や維持管理上の要注意箇所、継続課題等について

は、既に各種報告書にて報告済みであっても、再度、情報を集約したうえで、業務完了時に書面

にて報告すること（様式は任意とし、箇条書きで構わない）。 

（８）受託者は、支給材料については【支給材料使用簿（様式22）】を備えて常に使用量と残高とを明

らかにしておかなければならない。また、受託者が業務の完了時に支給材料の清算を行い、【支

給材料返納調書（様式23）】をすみやかに担当職員に提出しなければならない。 

（９）造林作業(下刈り、地ごしらえ等)を含む業務は、林業・木材製造業労働災害防止協会が主催する

「造林作業指揮者等安全衛生教育」を受講した者もしくは履行実績等から同程度の能力を有する

と認められる者の指導の下、作業を行うこと。 

（10）その他 

・業務履行場所や施設などの詳細を示す図書については、パンフレット類のほか、①敷地平面図、

②施設写真台帳、③都市環境林等施設標準図（みどりの推進部備付、契約後、別途データ渡し）

とし、公示用図書ではこれらの一部を参考添付することとする。 

４ 植生保護 

林内で絶滅危惧種を確認中の区域は、作業に入る場合事前に業務職員と協議すること。
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４．標準地調査の報告は、【標準地調査票（様式２）】による。 

４－４ 樹冠投影図作成調査 

樹冠投影図作成調査とは、無作為に選定した小規模面積の現地調査をおこない、指示区域内の樹冠投

影図作成を目的とした調査のことをいう。 

１．標準地の面積は 0.04ha（20m×20m）を標準とする。 

２．調査結果については、担当職員の指示がある場合には報告書を提出しなければならない。 

３．調査地の写真撮影を行うこと。 

４－５ 施業地測量 

施業地測量とは、測量機器を使用し施業地の外周を測量する作業をいう。 

１．施業面積、延長等測量成果品を提出する。 

２．林道、林道予定地等の路線測量とする。 

５ つる切り 

つる切とは、有用樹の成長を阻害する つる類を地際から切断する作業をいう。 

１．巻きついているツルは取り外して片付けること。 

２．つる切りは、造林木や有用樹を損傷しないように十分注意して行うこと。 

６ 除伐 

除伐とは、間伐が行われるまでのあいだに目的樹種の生育を阻害する不要樹種や、目的樹種でも形質

が悪くて将来成長の見込みがないものを伐採する作業である。 

１．除伐木は、立地条件と植栽木、有用樹の良好な成長を考慮して選木（必要に応じ別途調査）し、必

ず担当職員の承諾を得てから除伐の工程に入ること。 

２．除伐木を搬出する場合には残存木を損傷しないように注意しなければならない。また、搬出をしな

い場合で切り捨てによる病虫害発生の心配があるときは、除伐木を適当な長さに切断して整理する

こと。 

３．有用広葉樹は極力残すこととし、選木及び仕立て方について担当職員の承諾を得ること。 

４．ニセアカシアは、特別指示がある場合を除き、通常は不用木として除伐すること。 

７ 枝落し（枝打ち） 

枝落しとは、材質改善などを目的として行う、立木の枝を取り除く作業をいう。 

１．枝落しの対象木については、樹木の形質の向上だけではなく、立地条件や森林の育成目的等を十分

考慮して選定すること。 

２．樹幹損傷しないように注意して行うこと。 

８ 伐木、木寄せ、集材作業、土場玉切り、計測・集計 

前もって選木された林木を伐倒して、枝払い、短材処理（玉切り）（以上、伐木）、木寄せ、集材作業、

土場玉切り、計測、集計（以上、計測・集計）までの間伐で行う各種作業をいう。以下の項目に注意す

ること。 

・径８ｃｍ以上の伐採木は折損木等であっても林外へ搬出する。（指示により例外あり） 

・木高さは地際から１５ｃｍ以下とする。（冬季作業等例外あり） 

・伐倒や集材を行うときに残存木を損傷しないよう注意すること。 

・間伐木は担当職員が指示する寸法に切断して林道脇の山土場等に巻き立てること。 

・チェンソーの使用については、作業員を交代させる等振動障害対策をたてて行うこと。 

・林道近くなど一般の入林者が近づくことが予想できる場合には、標識を立てるなど積極的に注意を

呼びかけて事故防止に努めること。 

・伐倒、枝払い、集材等の作業が同時に行われる場合には、作業場所同士の間隔を広くするなど、作

業を安全に進められるように考慮すること。 

・伐倒木の方向規制は慎重かつ確実に行うこと。 

・作業が終了したらすみやかに計測して担当職員に書面で報告すること。【間伐材集計表（様式 ３）】 
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別紙 

総合維持管理業務 写真管理基準 【都市環境林等】 

○上記の基準は標準とし,必要に応じて適宜変更できるものとする。 

○上記にない項目については,実情に応じて別に適宜定めるものとする。 

項 目 詳 細 撮 影 項 目 提出頻度（場所） 提出頻度（回数） 備 考 

巡視 

清掃 

巡視 

（シーズン前・定期・冬季）
巡視結果が分かる写真, 

異常や危険など報告が必要な箇所 
全箇所 毎回 

清掃巡視 

（定期・秋） 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

その他清掃 

（桝・側溝・簡易トイレ等） 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

草刈 

樹木管理 草刈 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

危険木等処理 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 

施設管理

鳥獣対応 緊急時対応 対応状況が分かる写真 全箇所 毎回 

その他作業 作業状況（作業前,作業中,作業後） 全箇所 毎回 





札幌ふれあいの森管理運営要領 

平成24年 ３月 21日 環境局理事決裁 

平成 28年 3月 25 日     一  部  改  正 

（趣旨） 

第１条 この要領は、札幌ふれあいの森（以下「ふれあいの森」という。）の管理運営に関し、必

要な事項を定めるものとする。 

（施設の使用） 

第２条 ふれあいセンターの多目的室、木工館の木工室、陶芸窯及び仮眠室、炭火焼コーナーの使

用は、申し込みのあった者に使用させるものとする。 

（管理） 

第３条 ふれあいの森の施設及び周辺敷地の管理は、次の各号によるものとする。 

(1) 各施設の内外の清掃及び建物等維持管理 

(2) 施設周辺の草刈、ゴミ収集等美観維持及び案内板等備付物件の維持管理 

（施設の概要及び運営管理） 

第４条 ふれあいの森区域内の施設の概要及び運営形態は、次の各号によるものとする。 

(1) ふれあいセンター 

ア 概要 

森林や林業に関する講習会等に利用するほか、森林資源、木工芸品等の展示物場として利用

する。 

イ 運営形態 

(ｱ) 館内の展示物、図書等を一般利用者に自由に見学閲覧させ、必要に応じて説明等を行う。 

(ｲ) 森林・林業等に関する講習会に利用するほか、一般利用者についても、その内容が施設

利用に適当な場合は、研修会等に使用させることができる。 

(2) 木工館 

ア 概要 

間伐材等を、陶芸窯用薪や木工芸材として加工する施設及び一般利用者用の木工用具を備え

る。 

イ 運営形態 

(ｱ) 利用者の申し出により、木工用具を貸し出し、必要に応じて説明等を行う。 

(ｲ) この施設の設備等を使用して、木工芸材を用意し利用に備えるほか、陶芸窯用薪を加工

する。 

(3) 陶芸窯及び仮眠室 

ア 概要 

白旗山都市環境林から出材するカラマツ間伐材等を薪として利用する。 

イ 運営形態 

(ｱ) 原則として個人利用は認めず、指導者が参加する団体等に使用させる。 

(ｲ) 使用時期は、市の定める期間とする。 

(4) 休憩舎 

ア 概要 

休憩、講習並びに一時避難用 

(5) 駐車場 

ア 概要 

ふれあいの森及び白旗山都市環境林の利用者の駐車場 

(6) 防火槽 



ア 概要 

防火用貯水槽として利用するほか、水生生物等の観察場所として活用する。 

（事業内容） 

第５条  ふれあいの森における事業内容については、次のとおりとする。 

(1) 講習会等森林、林業に関する理解や意識の向上、知識や技術の普及に関する事業 

(2) 市民、企業、団体等の参加による植樹や育樹等森林の保全育成に関する事業 

(3) 森林浴、自然体験等森林レクリエーションに関する事業 

(4) 陶芸、木工芸等森林資源の有効利用に関する事業 

(5) 環境教育及び学習に関する事業 

(6) 木質バイオマス利用等森林の整備等を通じた環境の保全に関する事業 

（使用時間等） 

第６条 ふれあいの森の開園時間及び休園日は、別表１のとおりとする。ただし、市長が特に必要

があると認めるときは、臨時にこれを変更し、又は休園日を設けることができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、ふれあいの森の施設の使用時間及び休館日は、別表２のとおりとす

る。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、これを変更し、又は臨時に休館日を設ける

ことができる。 

（利用の促進及び調整） 

第７条 ふれあいの森の利用の促進及び調整については、次のとおりとする。 

(1) 情報の発信 

実施する事業、施設及び森林の状況等各種情報について、多様な媒体の活用により発信し、ふ

れあいの森、自然観察の森、自然探勝の森、白旗山都市環境林等の周知及び利用の促進を図る。 

(2)  市民利用の促進 

   市民の森林レクリエーションの場として、市民サービスの向上による施設利用の促進を図る。 

(3)  学習利用の促進 

児童及び生徒の学習の場として、見学、観察、体験等を通じた施設利用の促進を図る。 

(4)  利用の調整 

利用の促進にあたっては、利用者及び管理運営上の支障が生じないよう調整を図ること。 

２ その他の利用の促進及び調整については、次のとおりとする。 

(1) 自然観察の森、自然探勝の森、白旗山都市環境林の利用の促進及び調整 

(2)  都市環境林、特別緑地保全地区、市民の森等市の所有する森林の利用に関する調整 

（使用の拒絶） 

第８条 市長は、次のいずれかに該当する場合、ふれあいの森の施設を使用しようとする者の使用

を拒絶することができる。 

 (1)  公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあると認められる場合 

(2) ふれあいの森の施設又は備付物件あるいは立木に対し、汚染若しくは損傷するおそれが

あると認められる場合 

(3) その他ふれあいの森の管理運営上支障があると認められる場合 

（遵守事項） 

第９条 ふれあいの森の施設を使用する者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) ふれあいの森の施設又は備付物件あるいは立木に対し、汚染若しくは損傷し、又はそれら

のおそれのある行為をしないこと。 

(2) 他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。 

(3) 指定の場所以外の場所で火気を使用し、又はキャンプをしないこと。 

(4) 指定の場所以外の場所に車両及び自転車を乗り入れ、又は駐車をしないこと。 

(5)  犬の放し飼い、又は糞の放置をしないこと。 



 (6)  危険物等を持ち込まないこと。 

(7)  その他職員の指示に従うこと。 

（その他） 

第 10条 この要領によらない事が生じたとき、又、改正の必要が生じたときは、建設局長が決定す

る。 

別表 1 

開園時間 午前 9時から午後5時まで 

休園日 11月 4日から翌年4月28日まで 

※開園日等の決定に際しては、利用者の利便性等を考慮し、4月29日（昭和の日）及び11月 3

日（文化の日）と前後する２日間の曜日を勘案したうえで毎年決定するものとする。 

別表 2 

区分 使用時間 休館日 

ふれあいセンター 午前 9時から午後4時30分まで 11 月 4日から翌年4月28日まで 

木工館、休憩舎、

炭火焼コーナー 

陶芸窯及び仮眠室 午前 10 時から翌日午前 9 時(使用

者が当該施設の使用を中断するこ

となく、更に継続して使用しようと

する場合においては翌日午前 10

時)まで 

その他の施設 午前 9時から午後5時まで 



札幌市白旗山森林活用センター管理運営要領 

平成24年 ３月 21日 環境局理事決裁 

平成 28年 3月 25 日     一  部  改  正 

（趣旨） 

第１条 この要領は、札幌市白旗山森林活用センター（以下「活用センター」という。）の管理運

営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（施設の使用） 

第２条 活用センターは、札幌市森林ボランティア活動促進要綱により登録した団体及び個人（以

下「森林ボランティア」という。）や森林の保全育成に関する活動を行う市民、企業、団体等（以

下「森林保全育成活動者」という。）などからの施設利用に係る申し込みのあった者や白旗山都

市環境林の維持・管理に従事する業務受託者などに使用させるものとする。 

（管理） 

第３条 活用センターの施設及び周辺敷地の管理は、次の各号によるものとする。 

(1) 施設の内外の清掃及び建物等維持管理 

(2) 施設周辺の草刈、ゴミ収集等美観維持及び備付物件の維持管理 

（施設の概要及び運営管理） 

第４条 活用センターの施設の概要及び運営形態は、次の各号によるものとする。 

(1) 多目的室 

ア 概要 

森林や林業に関する講習会等、森林ボランティアや森林保全育成活動者の会議等の場所とし

て利用するほか、白旗山都市環境林の一般利用者の休憩、一時避難等の場所として利用する。 

イ 運営形態 

(ｱ) 室内の展示物、図書等を利用者に自由に見学閲覧させ、必要に応じて説明等を行う。 

(ｲ) 一般利用者についても、その内容が施設利用に適当な場合は、使用させることができる。 

(2) 展示室 

ア 概要 

森林や林業に関する展示、森林ボランティアの活動や森林保全育成活動に関する展示を行

う。 

イ 運営形態 

(ｱ) 室内の展示物を利用者に自由に見学閲覧させ、必要に応じて説明等を行う。 

(ｲ) 森林ボランティアや森林保全活動に関する各種情報の掲示等情報の発信を行う。 

(ｳ) 一般利用者についても、その内容が施設利用に適当な場合は、使用させることができる。 

(3) 森林ボランティア資機材庫 

ア 概要 

森林ボランティアへの貸出用の資機材の保管及び貸出のほか、森林ボランティアが白旗山

都市環境林等で行う活動に必要な資材等の保管を行う。 

イ 運営形態 

(ｱ) 貸出用の資機材は、原則として一般使用は認めず、森林ボランティアに使用させる。 

(ｲ) 一般使用についても、その目的、内容並びに取り扱いが適当と認められる場合は、使用

させることができる。 

 (4) 駐車スペース 

ア 概要 

活用センター及び白旗山都市環境林の利用者の駐車場 

(5) 台所 



ア 概要 

 給湯、調理用 

イ 運営形態 

(ｱ) 一般使用は行わないものとする。 

(ｲ) 活用センターを使用する者で、その使用が適当と認められる場合は、使用させることが

できる。 

（事業内容） 

第５条  活用センターにおける事業内容については、次のとおりとする。 

(1)  白旗山都市環境林ほか市が所管する森林の整備・管理・利活用に関する事業 

(2) 森林、林業に関する知識や技術の普及に関する事業 

(3) 森林ボランティア及び森林保全育成活動の促進に関する事業 

(4) 森林資源の有効利用に関する事業 

(5) 環境教育及び学習に関する事業 

(6) 森林の整備等を通じた環境の保全に関する事業 

（使用時間等） 

第６条 活用センターの使用時間及び休館日は、別表１のとおりとする。ただし、市長が特に必要

があると認めるときは、これを変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。 

（利用の促進及び調整等） 

第７条 活用センターの利用の促進及び調整については、次のとおりとする。 

(1) 情報の発信 

実施する事業、施設、森林ボランティア、森林保全育成活動等の各種情報について、多様な

媒体の活用により発信し、活用センターの周知及び利用の促進を図る。 

(2)  森林ボランティア及び森林保全育成活動の利用の促進 

   森林ボランティア及び森林保全育成活動の拠点として、連絡調整、受入、指導等の支援、講

習等による知識及び技術の習得、森林ボランティア及び森林保全育成活動の促進に係る対応の

向上による施設利用の促進を図る。 

(3)  学習利用の促進 

児童及び生徒の学習の場として、森林、林業に関する体験等を通じた施設利用の促進を図る。 

(4)  利用の調整 

利用の促進にあたっては、利用者及び管理運営上の支障が生じないよう調整を図る。 

２ その他の利用の促進及び調整等については、次のとおりとする。 

(1) 白旗山都市環境林、有明の滝都市環境林ほか旧市有林、有明第一都市環境林、有明第三都

市環境林、滝野よしだ都市環境林における森林整備の促進及び調整 

(2)  自然歩道西岡～真栄・有明ルート、自然歩道西岡レクの森ルートの利用の促進及び調整 

(3)  都市環境林、特別緑地保全地区、市民の森等市の所有する森林整備に関する調整 

（使用の拒絶） 

第８条 市長は、次のいずれかに該当する場合、活用センターの施設を使用しようとする者の使用

を拒絶することができる。 

(1)  公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあると認められる場合 

(2) 活用センターの施設又は備付物件に対し、汚染若しくは損傷するおそれがあると認められ

る場合 

(3) その他活用センターの管理運営上支障があると認められる場合 

（遵守事項） 

第９条 活用センターを使用する者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 活用センターの施設又は備付物件に対し、汚染若しくは損傷し、又はそれらのおそれのあ

る行為をしないこと。 



(2) 他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。 

(3)  危険物等を持ち込まないこと。 

(4) 指定の場所以外の場所で火気を使用し、又はキャンプをしないこと。 

(5) 指定の場所以外の場所に車両及び自転車を乗り入れ、又は駐車をしないこと。 

(6)  活用センターの施設及び周辺敷地において、犬の放し飼い、又は糞の放置をしないこと。 

(7)  その他職員の指示に従うこと。 

（その他） 

第 10条 この要領によらない事が生じたとき、又、改正の必要が生じたときは、建設局長が決定す

る。 

別表 1 

区分 使用時間 休館日 

活用センター 午前 9時から午後5時まで (1) 4月１日から11月3日までの期間

において森林ボランティア等から施設

の利用希望がない日 

(2)  12月 29日から翌年1月3日まで



自然歩道等における主な散策路管理作業イメージ図
１ 天然記念物指定区域内の場合 

１－１ 自然歩道等の倒木処理（イメージ） 

１－２ 自然歩道等の草刈（イメージ） 

１－２ 自然歩道等の草刈

２ 天然記念物指定区域外の場合

自然歩道等ルート 

倒 木 

１.５ｍ 切断のうえ

自然還元 

【山 側】 

【谷 側】 

切断ライン 

切断ライン 

１.５ｍ 

※ 雨水等により下流へ流出する恐れがないように安定

した状態により、自然還元を図るものとする（谷側の

利用者への安全性確保に十分注意すること） 

１.５ｍ 

【山 側】 

【谷 側】 

草刈箇所 

※ 草刈後の集草は実施せずに、自然還元を図るものとする 

※ 自然歩道の利用に当たって支障となる箇所のみ実施する 

自然歩道等ルート 

（中央裸地部分） 
０.５ｍ程度 

草刈箇所 

特記参考１



２－１ 自然歩道等の倒木処理 

自然歩道（幅 1.5ｍ）の利用に支障がない管理を基本とし、天然記念物指定区域における倒木

処理方法と同様とする。 

２－２ 自然歩道等の草刈 

２.０ｍ 

■年１回草刈区域の場合（実施イメージ） 

【谷 側】 

草刈箇所 

※ 草刈後の集草は実施せずに、自然還元を図るものとする 

※ 自然歩道の利用に当たって支障となる箇所のみ実施することとし、１回／年の

場合は幅２.０ｍ内の草刈を実施する 

自然歩道等ルート 

（中央裸地部分） 
１.５ｍ １.０ｍ 

■年２回以上の草刈区域の場合（実施イメージ） 

１.５ｍ 
自然歩道等ルート 

（中央裸地部分） 
０.５ｍ程度 

※ 草刈後の集草は実施せずに、自然還元を図るものとする 

※ 自然歩道の利用に当たって支障となる箇所のみ実施することとし、２回／年以

上の実施の場合は幅１.５ｍ内の草刈を実施する 

草刈箇所 



都市林等施設標準図（特記参考 2）



都市林等施設標準図（特記参考 2）
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